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Abstract : This paper focuses on the importance of teaching English rhythm to Japanese learn-
ers of English, especially from the viewpoint of the information structure and meaning to 
convey.　It outlines the differences between Japanese and English pronunciation, phonetic 
structures, rhythm and information structures.　It shows that it is very important for Japanese 
college students learning English to recognize that rhythm and intonation can convey meaning 
in English.　Also it shows a practice in class to learn English rhythm effectively by using vari-
ous functions provided through the CALL system.
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1.　は じ め に
日本人が英語を身につけるにあたり，英語学習者にとって壁となるのは，多くの場合，聞き取
る力をいかに伸ばしていくかということにあると言われている。長年にわたり，教育現場で英語
を教えてきた筆者にとっても，「生の英語を聞き取れるようになりたい」と願う学生は毎年後を
たたない。また，筆者の授業において，話す力，読む力，書く力を学習によって積み重ねていく
際，学習者は目の前に提示された英語を，それほどストレスを感じずに順序よく理解し，納得し
ていく行動が見られるのに対して，聞き取りにおいては，同じレベルの簡単な英語であっても，「ど
うしてもそのようには聞こえない」「まったく言っていることがわからなかった」など，お手上
げ状態になってしまうことが多い。聞く力を養うということは，文字通り，感覚器官である聴覚
の精度を高め理解につなげていくということであるが，相手の話し方の癖や発音の違い，スピー
ド，周囲の雑音による聞こえにくさ，すぐに消えてしまう音声によって実時間で発話されること
など，話し手である自分ではなく常に相手のペースに合わせなければならないところにその難し
さがあると言える。「聞く力」を養うためには，様々な生の音に触れ，慣れるための十分な量の
インプットとそれを消化し，慣らし，多少の違いはあってもそれらを捨象し最大公約数的な英語
に適切に反応できるようになるための十分な継続的時間が必要不可欠である。
では，授業という限られた場所と時間の中で，いかにこの量と時間を要する「聞く力」を効果
的に養成し，持続性を保っていくことができるであろうか。本稿は，英語の音声的特徴である強
勢拍リズム（stress-timed rhythm）の学習に焦点を当て，英語のリズムの成り立ちと意義を理解
しつつ，CALL 教室の機能を利用した実践的なさまざまな練習を通して，英語のリズムを身につ
け，そのプロセスを通して「聞く力」を伸ばしていくための，実践的な試みを示すものである。
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最初に日英語のリズムや音声構造を比較検討し，その成り立ちとリズム学習の意義を論じ，英
語の特徴である強勢拍リズムが英語を聞いて理解し，発音する際に避けては通れない学習事項で
あることを示す。最後に英語のリズムを効果的に学ぶための一つの実践例を提示する。
2.　日英語のリズムの成り立ちと意義を学習する必要性
本節では日本語と英語の情報構造の違いがそのリズムの成り立ちに直接反映しており，英語で
意味を伝えるためには強勢拍リズム（stress-timed rhythm）の習得が学習者には必要であること
を示す。
まず，日本語はよく知られているように，既知情報を省略する傾向が強く，コンテクストへの
依存度が高いと言われている。例えば以下の例では，映画館という「場」が与えられることで，
その場にいる「相手」が何を見たいと思っているのかを聞いており，さらに，場を構成している
「映画館関係者」が名画をたくさん提供していると述べていると，日本人であれば文脈から容易
に想像することができる。
（1）　それで，今夜は何が見たい ?　名画たくさんやってるよ。
これに対応する英語の文を見ると，
（2）　So, what are you in the mood for?　They’ve got a bunch of great classic movies tonight.1）
（2） では，日本語で表現されていない you や they が主語として現れている。また，次の例は友
人の姉の家族の写真を見ながら話している場面である。
（3）　A : ニューヨークで楽しんでるみたいね。
　　 B : 実は，住んでるの。
　　 A : そうなの ?　すてき。どのくらい会いに行ってるの ?
（4）　A : Looks like they’re having a great time in New York.
　　 B : Actually, they live there.
　　 A : They do?　Wow!　How often do you see them?
（4） では，日本語の対応する文には現れていない主語（they, you）や目的語（them），さらに副
詞 （there）が省略されずに生じている2）。場面の設定は，以下の例の「明日は」と「仙台は」の
ように文頭に生じる話題（Topic）によっても同様に行われ，（5） では，主語である「天気が」が
言語化されていない。
（5）　明日は仙台は雨になりそうですね。
（6）　It’s going to rain in Sendai tomorrow.
これらの省略されている主語や目的語は日本語では場面やコンテクスト，話題の共有によって，
さらに，動詞や複合動詞の形から容易に推測できることであるが，場面からの推測という点では，
日本語に限らず，英語でも同様の判断が働いてもおかしくないはずである。しかし，英語が日本
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語のように省略が頻繁に起こらないのは，主語や目的語などの文法関係が「て，に，を，は」な
どの助詞や動詞の活用によって示されるのではなく，もっぱら語順に頼って示されているためで
あり，また，時間・場所・状況などの場面や話題を表す要素が多くの場合文末に生ずることと関
係している。英語においては，文内の相対的位置関係によって文法関係や修飾関係が捉えられる
ため，主語や目的語を頻繁に省略することは文法関係がとらえにくくなる恐れが生じることを意
味する。したがって，（2），（4），（6） の you, they, them, It のような主語や目的語は文脈から当然
得られる既知の情報であっても，文法関係を維持するために所定の位置に省略されずに残してあ
る。日本語において既知情報であるために省略される要素が，英語では同じく既知情報でありな
がら，表面に現れている。言い換えれば，日本語は話される内容の多くは新情報であり，場面か
ら想定される要素（主語や目的語）は言語化されないことが多いのに対して，英語では，文内に
新旧の情報が混在していると言いかえることができる。
以上の情報構造の違いをリズムの観点から考察すると興味深いとらえ方ができると思われる。
すなわち，英語においては，伝えたい重要な情報である新情報と既知の情報が混在しているため
に，強勢（stress）の付与による音声上の強弱の違いによって両者を区別することがきわめて理
にかなっているということである。意味的に重要な要素に強勢を付与し，はっきり強く長く発音
することによって際立たせ，意味的に既知のものは，弱くあいまいに速く発音することによって
できるだけ目立たないようにする。先の例の（2）と（4）を改めてリズムの観点から表示すると
以下のようになる。●は最も強く，◦はやや強く，・は弱く発音されている。
（7）　So, what are you in the mood for?　They’ve got a bunch of great classic movies tonight.
　　 ●　 ◦ ・　・  ・  ・　 ●   ● 　　  ・  ・  ◦ ・  ●　・　●　 ●・   ●　・ ・●
（8）　A : Looks like they’re having a great time in New York.
　　 　　 ◦　 ●　・    ・   ● ・   ・   ●　 ●  ・   ・　 ●
　　 B : Actually, they live there.
　　 　 ●   ・・・　●  ・
　　 A : They do?　Wow!　How often do you see them?
　　 　　・　 ●  　●　　 ◦ ●　  ・    ・   ●  ・
意味的に重要な部分を構成する新情報はまさに日本語として表現されている部分と重なる。この
ことからも，日本語は英語に比べて，ほとんどが新情報から成り立っており，その点で，強弱で
区別する必要がないととらえることもできる。むしろ，一つ一つの音をはっきりと同じ音量で発
音することが日本語の情報構造には適応していると言うことができる3）。
このように日英語のリズムの成り立ちの違いを情報構造の観点から学習者に説明することは，
英語のリズムの習得が意味を伝える上できわめて重要であり，ひいては，「通じる英語」への一
歩につながることを示す重要な観点であると考えられる。
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3.　日本語のモーラと英語の強勢拍リズム
 本節では，日英語の音節構造を概観し，日本語と大きく異なる英語の強勢拍リズムを学習者
が認識することが効果的なリズム学習につながることを述べる。
日本語は，その音声的特徴として，音節よりも小さな単位であるモーラ（mora，拍）がほぼ
等しい間隔を持って現れると考えられている。モーラは母音や半母音がその核となるだけではな
く，撥音の「ん」や促音の「っ」によっても 1 モーラが形成され，言わば平仮名や片仮名の 1 文
字に相当する単位が 1 モーラであり，このモーラがほぼ同じ間隔，同じ長さ，同じような明瞭さ
で順次聞こえてくるのが，典型的な日本語のリズムと言われている（田窪 1998）。例えば，以下
の例は 6 つのモーラによって構成されている。
（9）　ダ イ ヤ モ ン ド
　　 da　i  ya  mo  N  do
2 節で考察したように，日本語の発話の情報構造が新情報に偏っており，どの要素も相手に伝え
る必要があるとすれば，一つ一つの音を同じ間隔，同じ明瞭さではっきりとていねいに発音する
日本語のリズムはその情報構造の成り立ちと互いに補う合う関係にあるということができる。
これに対して，英語のリズムの現れ方は大きく異なる。英語においては，音のまとまりを構成
する最小単位は音節であり，内容語（名詞，動詞，形容詞，副詞，疑問詞，指示代名詞など）に
は，第 1 強勢（primary stress）である最も強い強勢音節があり，2 音節以上では強音節以外は弱
く，速く，あいまいに発音され，多音節において第 1 強勢よりもやや弱く発音される第 2 強勢
（secondary stress）が生じる場合もある。このような単語レベルの強弱のリズムがさらに句のレ
ベル，文のレベルへと拡大していき，2 節で考察した情報構造の新旧が直接反映されたリズムが
構成されていく。新情報として現れる内容語の強音節が，ほぼ等間隔に順次現れる，強勢拍リズ
ムと呼ばれるリズムを作り出すと言われている。
その際，英語の学習者にとって重要となるのは，英語においては，等間隔に生じる音のまとま
りは意味のまとまりでもあることに注意する必要があるということである。例えば，以下の例に
おいて，
（10）　I missed Pirates of the Caribbean when it was playing.
I missed,　Pirates of Caribbean,　when it was playing は強音節を含む音のかたまりを構成するが，
それぞれ，「見逃してしまった」，「Pirates of Caribbean を」，「上映していたとき」といった意味
のまとまりでもある。このことは逆に，意味を介することによって，日本人学習者は強勢拍リズ
ムを構成している音のかたまりを認識することができることを示している。
次節では，2，3 節で述べた英語のリズムの成り立ちと典型的な強勢拍リズムの特徴を学習し
た上で，英語とはまったく性質の異なるリズムを持つ日本人の学習者が英語のリズムを如何に習
得していくのが望ましいかを示す一つの実践例を挙げる。
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4.　英語のリズム習得の実践例
先の節で述べたように，英語の実践的なリスニングやスピーキングの学習において，強勢拍リ
ズムの習得は，個々の音の発音の学習以上に，コミュニケーション上きわめて重要で不可欠なも
のである。本節では，英語のリズム習得の実践例を示すとともに，CALL 教室の機能を十分に活
用することで一定の効果が期待されることを示す。
まず，実践例を示す前に，英語のイントネーションについても少し触れることにする。英語の
リズムが意味や情報構造に直結しているのに対して，イントネーションはより普遍的であり，英
語に限らず，日本語においても，話し手の発話内容に対する心的態度や意図などを表している。
実践例では，リズムとイントネーションを切り離すことなく，両者を同時に習得することを意図
した。
4.1　英語のリズムとイントネーション習得の授業設計
授業で英語のリズムとイントネーションを学習するに当たっての目標，学習者，使用テキスト，
学習期間，CALL 教室の活用状況などを以下のように設定した。
■教育目標の設定　英語のリズム・イントネーションの基本を理解し，身につけ，新しい文に接
したときも自ら英語のリズム・イントネーションを実践できる。
■授業科目　英語 I（大学 1 年生向け総合英語）。
■対象学習者　大学 1 年生（1 クラス 27 名）。
■期間　2013 年後期（10 月 14 日～ 10 月 31 日　週 2 回の授業）。
■教室　CALL 教室。
■使用テキスト Joan Saslow and Allen Ascher 著『Top Notch 1A』，Pearson Longman.
■学習内容　テキストのスキット（写真付きの Photo Story。以下参照）を音声教材とし，ほぼ 3
週間にわたり，授業の最初の 20 分間をリズム・イントネーションの習得に当て，そのための
知識（2，3 節参照）や実践など，4.2 で挙げるさまざまな方策を用いてリズム・イントネーショ
ン学習を行った。以下は具体的な学習内容であるが，リズム練習のためにスキット（Photo 
Story）を Part 1 から 3 まで三つに区切って学習を行った。
10/14　初めての Photo Story，内容理解，音読。
10/17　英語のリズムとイントネーションの説明（英語のリズムの成り立ち），リズム練習，第
1 回目の録音。
10/21　録音の評価，Photo Story の Part 1 のリズム・イントネーションの学習，音声変化の学習。
10/24　Photo Story の Part 1 の復習，Photo Story の Part 2 のリズム・イントネーションの学習，
リズムの取り方の説明（英語の強勢拍リズム）と練習。
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10/28　Photo Story の Part 2 の復習，Photo Story の Part 3 のリズム・イントネーションの学習，
日本語を聞いて英語を発話する練習（4.2 節参照）。
10/31　Photo Story のリズム・イントネーションの総復習，録音の 2 回目。
用いた教材 : Photo Story
Anna : Who’s that guy?　Your brother?
Jane :  No, that’s my brother-in-law, David.　He’s married to my older sister, Laura.　And 
this is their son, Michael.　He’s adopted.
Anna : Do they have any other children?
Jane : Just the one.　He’s an only child.
Anna : Looks like they’re having a great time in New York.
Jane : Actually, they live there.
Anna : They do?　Wow!　How often do you see them?
Jane : About twice a year.
Anna : And what about these kids?
Jane :  They’re my younger sister’s.　Vicky’s the girl. And these are her little brothers, Nick 
and Alex.
Anna : Nick and Alex look so much alike! Are they twins?
Jane : They are. My sister and her kids all live in Hong Kong.
教材は上記のように，強いストレスのある音節が見た目にはっきりと分かりやすいように書き
換えたものを準備した4）。
4.2　リズム学習の実践的ストラタジー
以下の点に留意しながら，折りに触れて 2, 3 節で述べた英語におけるリズムの成り立ちと強勢
拍リズム，普遍的な意味でのイントネーションの重要性を繰り返し学習者に伝えた。概ね，以下
の項目の順序で実際に学習を行った。
1）　Photo Story の内容を学習者が十分に理解する。
2）　単語の発音練習の際に，強音節の発音練習だけではなく，むしろ，弱音節のあいまい母音
［ə］音を如何に弱く目立たないように発音するかに気を配り練習を行う。平行して，内容
語が強音節を担い，機能語や代名詞，冠詞，and, but などの接続詞が弱音節を担う学習も
行う。単語の強弱リズムが句へ，さらに文へと広がり，最終的に強音節がほぼ等間隔に現
れる強勢拍リズムになっていくことを学習者に繰り返し伝える。以下の例のように，●が
等間隔になる練習を行う。
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　　［例］　brother-in-law ［brʌ́ ðərənlɔ］
　　　　　my brother-in-law ［məbrʌ́ ðərənlɔ］
　　　　　that’s my brother-in-law, David ［ðǽtsməbrʌ́ ðərənlɔ deivə（d）］
　　　　　 ●　　　●　　　  ●　●
 　強勢拍リズムを身体を動かすことで体感できる方法として，強音節のところで片方の腕
を前に勢いよく出し，次の強音節のところでもう片方の腕を出すと同時に最初に出した腕
を引っ込め，これを交互に強音節毎に繰り返していくと，等間隔のリズムを自然に作るこ
とができる。また，このような腕の動きを使った身体のリズムを利用することで，全体的
にゆっくり発音したり，また，逆に速くスピードを上げることがリズムを維持しながら可
能になる5）。
3）　第 1 回の録音はオーバーラピング（Overwrapping，文字を見ながらネイティブスピーカー
の英語と同時に発音する練習）やシャドーイング（Shadowing, 文字を見ずにネイティブス
ピーカーの英語に後から追いかけて発音していく練習）の後に行う。
4）　録音の評価をリズムやイントネーションの観点から行う。ファイル名に評価を書き込み，
CALL の機能を使って学習者にファイルごとに配信する。学習者は評価を参照しながら，
前回の授業で吹き込んだ録音を聞くことができる。以下に，評価の例を挙げる6）。
・その調子で，今度は意味のかたまりを意識して，かたまりごとにまとまって発音をする練習
をしてください。
・youが強くならないように。音がかたまって一つの単語のように発音されているところはそ
のように発音して下さい。
・途中までよくスピードについて，いい流れになっています。強弱のメリハリがつくように
しましょう。
・ゆっくりながらもリズムはできています。意味のまとまりごとに発音してみましょう。
・スピードに慣れましたか ?　きれいに聞こえる英語ですが，強（長くはっきり）弱（速くあ
いまいに）のメリハリを。
・リズムができています。この調子でスピードにも慣れるようにがんばってください，等。
5）　以下の 2 つの音声変化のルールを学習する。
　　a） 音連結。子音で終わる語に母音や半母音が後続すると［子音＋母音］が連結して発音
される。［例］ He’s adopted.［həzədɑ´  ptəd］
　　b） 閉鎖音で終わる語に子音が後続すると，閉鎖音はその口や舌の位置で閉鎖をするだけ
で破裂することなく，次の子音に移行する。この現象は語末に閉鎖音が生じた場合も
同様に起こる。
　　　　［例］　I missed Gangs of New York when it was playing.
　　　　          ［əimís（t）gǽngzəvnju:jɔ́r（k）wénə（t）wəzpléiŋ］
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 これらの規則および現象は多くの日本人学習者にとっては，意識的に学び，練習する必要
があると思われる。また，慣れるまでに時間を要するが，一旦習得されると，速く自然に
発音することができ，リスニングの上達にもつながる。
 　また，練習の際，強く発音することが苦手な学習者には「長く」「はっきり」発音する
こともできることを伝える。
6） 日本人の英語学習者は 2 節で触れたように，情報構造の成り立ちから，文頭を最も明瞭に
発音し，徐々に音が小さくなっていく癖がついている7）。したがって，以下のように代名
詞から始まる文は英語の情報構造上多いのであるが，最初の代名詞を高く強く長く伸ばし
て発音する傾向がある。この点は折りに触れて指摘し，繰り返し練習によって直す必要が
ある。
　　　［例］　She missed the train.
　　　　　　 　　　
　　　　　　［ʃi:mist ða toreiN］　⇒［ʃəmís（t）ðətréin］
　　　日本人学習者
7） リズム・イントネーションの練習のためのスキットの英語がこなれてきたら，CALL の機
能を用いて，日本語訳の音声ファイルを作成する。その際，3 節で述べたように，できる
限り，音のまとまりが意味のまとまりと一致するようにし，英語が話されている順に日本
語が聞こえてくるようにする。
　　　［例］　Photo Story の冒頭の部分は以下のようになる。文中の「/」は一定の無音が挿入
されていることを示す。
 Anna : どなた，その男の人は ? ／お兄さん ?
 Jane : ううん／これは義理の兄さんの／ David なの。結婚してるの／姉の／ Laura と。
 また，（1-2）の例は以下のようになる。
 　　それで，／何が見たい ? ／あるわよ／たくさん名画が／今夜はね。
 学習者は聞こえてくる日本語を順次英語にしていく。このようにして音と意味を定着させ
ながら，なおかつリズムとイントネーションが日本語化しないよう練習を積み，CALL の
機能で録音を行い，自分の発音をチェックする。
8） 7） の練習と共に，PowerPoint 教材として，同じ Photo Story をアニメーション機能を用い
て，英語が話された順に合わせて日本語が画面に出てくるような教材を作成する。学習者
は，画面を見ながら順次英語に直していく練習を行ない，音と意味，さらに，構文がスムー
ズに発話できるように練習する。以下にその一例を示す。
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能 で 録 音 を 行 い 、 自 分 の 発 音 を チ ェ ッ ク す る 。  
8 ） 7) の 練 習 と 共 に 、 PowerPoint 教 材 と し て 、 同
じ Photo Story を ア ニ メ ー シ ョ ン 機 能 を 用 い て 、
英 語 が 話 さ れ た 順 に 日 本 語 が 画 面 に 出 て く る
よ う な 教 材 を 作 成 す る 。 学 習 者 は 、 画 面 を 見
な が ら 順 次 英 語 に 直 し て い く 練 習 を 行 な い 、
音 と 意 味 、 さ ら に 、 構 文 が ス ム ー ズ に 発 話 で
き る よ う に 練 習 す る 。 以 下 に そ の 一 例 を 示 す 。  
 
９ ） 最 後 に Photo Story を シ ャ ド ー イ ン グ し な が
ら 、 CALL の 機 能 を 使 っ て 録 音 し 、 回 収 を 行 い 、
評 価 す る 。 1 回 目 に 比 べ て リ ズ ム が ど の く ら
い 身 に 付 い た か を 最 終 的 に 評 価 す る 。  
 以 上 が 一 連 の リ ズ ム ・ イ ン ト ネ ー シ ョ ン 学
習 の 実 践 例 で あ る 。 こ れ ら の 学 習 効 果 を 厳 密
に 測 る こ と は 難 し い が 、 CALL シ ス テ ム の 機 能
の 一 つ で あ る 音 の 強 度 を 表 す 波 形 を 用 い て 、
同 一 学 習 者 の 1 回 目 と 2 回 目 の 録 音 を 比 較 し 、
9） 最後に Photo Story をシャドーイングしながら，CALL の機能を使って録音し，回収を行い，
評価する。1 回目に比べてリズムがどのくらい身に付いたかを最終的に評価する。
以上が一連のリズム・イントネーション学習の実践例である。これらの学習効果を厳密に測る
ことは難しいが，CALL システムの機能の一つである音の強度を表す波形を用いて，同一学習者
の 1 回目と 2 回目の録音を比較し，ある程度の効果を推測することは可能である。以下の例は，
Photo Story の Looks like they’re having a great time in New York. の部分をそれぞれ同一学習者の
1 回目の録音（上）と 2 回目の録音（下）で比較してみる。
学習者 A.
学習者 A では全体に 1 回目よりも 2 回目の方が強弱のメリハリがついている。また，中央部
の波形の塊の部分は，time in New York の部分であるが，1 回目では time in New York のように
日本人学習者にありがちな最初が強く後になるに従いだんだんと弱くなる発音が観察されるが，
2 回目では音の連結ができているだけではなく，後半の York が強くなっており，リズムとイン
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トネーションがより自然な英語に近づいている。残念ながら，2 回目では，前半の Looks like 
they’re having a great の having a の部分が抜けてしまっており，1 回目の方が文字通りに正確に
発音されている。しかし，これもリズムの観点から言えば，文字を一字一句丁寧に発音するので
はなく，リズムに乗り遅れないように重要な言葉を確実につないでいこうとするプロセスである
と解釈することができる。以下の例でも同様に強弱のメリハリと文末のイントネーションが自然
に身に付いていることが窺える。
学習者 B.
大半の学生がこのように 1 回目よりも 2 回目のほうが強弱のリズムがはっきりし，間の取り方
もうまくなっている。強い音節ははっきり長めに，弱い音節はあいまいに速く発音することを優
先し，日本人が陥りやすいひとつひとつ丁寧に発音する癖が取れてきていると観察された。いず
れにしても，リズムを意識することが多くの学生に共有されたと考えられる。なお，ネイティブ
スピーカーの同じ部分の発音およびリズムは以下のようになっている8）。
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ネイティブスピーカーの発音 :
ネイティブスピーカーの場合，like，they’re having a，great，そして time in New York の部分
がそれぞれ塊となり，強音節が等間隔に現れている。このようなリズムパターンは学習者が意識
的にわかっていても，自然にリズムに乗って発音できるようになるまでには繰り返し練習するこ
とが必要となるであろう。
最後に，学生からのコメントとして，以下のようなリズムや発音の指導に関する肯定的な意見
が多数を占めたことを紹介したい。
・発音の練習を身体を使ってすると覚えやすくよかった。
・単語や文章などのアクセントを重点的に学べて良かった。
・手を使い，リズムに合わせて文を読むのはとても良かったので続けたい。
・リズムの練習は高校ではあまりやらなかったが，リズムの重要性がわかって良かった。
・聞くこととリズムは大切だと分かった。速く話せるようになってきてうれしい。　
・PC で発音練習やシャドーイングを練習でき，リズムや発音が身に付いて良かった，等。
アンケートの結果からは，発音やリズムの習得は大学生が関心を持って身につけたいと願ってい
る能力の一つでありながら，なかなか授業では十分な教育が得られていないのではないかと推察
された。
5.　お　わ　り　に
本稿では，英語のリズムの習得の意義と重要性を述べ，ICT を活用して如何に日本人の学習者
にとって苦手なリズムの習得，ひいては，それによってリスニング力の向上につなげていくかの
実践例をあげた。今後，ネイティブスピーカーと学習者の英語の波形の違いや学習による成果が
如何に波形の類似性につながっていくかなど，十分な検証を行う必要があると思われる。また，
今回，大学生の多くが発音やリズムの指導を強く望んでいることがアンケートの結果からもうか
がわれた。
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注
1） 英文は 2013 年度に筆者の授業で採用したテキスト（Joan Saslow and Allen Ascher『Top Notch 
1A』，Pearson Longman, 27 頁）から引用している。
2） 例 （4）にあるような英語の主語の省略はくだけた会話において時に見られ，Want to see it?, 
Sounds good. などがある。しかし，本稿では英語の主語や目的語の省略は原則としては行わな
いものと考える。
3） ただし，実際の言語活動においては，話題の提示の前に，相手の注意を引く呼びかけ表現や何
らかの前ぶれ表現のようなものがあり（南 1999），通常は話題の聞き逃しを避けているものと思
われる。
4） 強音節の表示の仕方は色々あるが，今回の授業では視覚的に分かるように文字を大きくする方
法を取っている。CALL システムの教材では文字を大きくすることが難しかったため，●や・
を使った教材を用いた。
 
5） このような身体を使ったリズムの取り方を教室で実演することは学生には少々抵抗がある。た
だ，この動きを楽しんで実行する学習者のリズム習得はめざましいものがある。
6） 学生はこれまで音声やリズムの評価をまともにされたことがないことが多く，評価の善し悪し
はさておき強い関心を持ち，リズムの習得に意欲を高める傾向がある。
7） このような発話の終了にピッチが低下する現象を発話末の下降（final lowering）と言う（田窪他
1998 : 47）。
8） CALL システムが提供している音の強度を表す波形やピッチ表示は，リズムやイントネーショ
ンについてある程度の情報を与えてくれるが，学生自身が練習している際に視覚的に違いを認
識して発音やリズムの矯正に利用するには至っていない。今後，リズムやイントネーションを
学生自身が改善することのできる「見て即座に判断できる」形の表示が標準装備で含まれるこ
とが望まれる。
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